
学校部門       審査要領  審査規定 
 

１.  審査委員長・審査員・審判員 

 （１）審査委員長   

① 審査委員長は１名とし、審査全般の最終確認を行うとともに審査審判を円滑に遂行する。 

② 下記の規定を審査する。 

ア．実施規定 １．参加資格  ２．構成と編成 

イ．ノードロップ 

③ 審判員より報告を受けた違反について最終判定を行う。 

 

 

（２）審査員 

小学校の部 中学校の部 高等学校の部 大学の部 

＜バトン編成＞ 

① 審査員は６名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査する。 

ア．全体的効果・・・・・・・２名 

イ．作品完成度・・・・・・・２名 

ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，バトントワーリング／ボディーワーク・・・1 名 

＊支部大会では、審査員は４名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査することを検討中である。 

ア．全体的効果・・・・・・・１名 

イ．作品完成度・・・・・・・１名 

ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，バトントワーリング／ボディーワーク・・・1 名 

 

＜ポンポン編成＞ 

① 審査員は６名とし、下記の内容を項目ごとに審査する。 

ア. 全体的効果・・・・・・・・２名 

イ. 作品完成度・・・・・・・・２名 

ウ. パフォーマンス     

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・１名 

ｂ，ポンポン／ボディーワーク・・・１名 

＊支部大会では、審査員は４名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査することを検討中である。 



ア．全体的効果・・・・・・・１名 

イ．作品完成度・・・・・・・１名 

ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，手具技術／ボディーワーク・・・１名 

         

（３）審判員  

審判員は罰則を判断した場合に赤旗を揚げ審査委員長に報告する。 

① 審判員は２名とする。 

② 審判員は下記の規定を審判する。 

ア．２．構成と編成 ３．演技   

イ．ノードロップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 成績・成績判定・表彰 

（１） 成 績 

   小学校の部 中学校の部 

① 審査規定１．（２）の項目ごとに審査基準に基づき１００点法で採点する。 

② 項目ごとに平均点を算出する。 

③ 全体的効果２０％、作品完成度６０％、パフォーマンス２０％として各項目点を算出し合計したものを

各団体の得点とする。 

＊支部大会では、全体的効果３０％、作品完成度３０％、パフォーマンス４０％として各項目点を算出し合計したものを各団体の得点とするこ

とを検討中である。 

 

   高等学校の部 大学の部 

① 審査規定１．（２）の項目ごとに審査基準に基づき１００点法（小数点第１位）で採点する。 

② 項目ごとに平均点を算出する。 

③ 全体的効果２５％、作品完成度５０％、パフォーマンス２５％として各項目点を算出し合計したものを

各団体の得点とする。    

 

＊支部大会では、全体的効果３０％、作品完成度３０％、パフォーマンス４０％として各項目点を算出し合計したものを各団体の得点とするこ

とを検討中である。 

 

（２） 成績判定  

小学校の部 

① 各団体の得点に従い金賞・銀賞・銅賞と判定する。 

金賞 ： ８０点以上 

   銀賞 ： ６５点以上８０点未満 

   銅賞 ： ６５点未満 

 ＊支部大会での得点配分は上位大会推薦団体を金賞とすることを検討中である。 

②  各団体の得点を席次に換算し、人数編成別（小編成・中編成・大編成）に席次の一番上位 

団体を人数編成別最優秀賞と判定する。 

       ＊支部大会では人数編成別ではなく全ての団体の得点を席次に換算し支部枠数に応じた団体数を上位大会への推薦団体とすることを検討

中である。 

      

中学校の部 

① 各団体の得点に従い金賞・銀賞・銅賞と判定する。 

   金賞 ： ８５点以上 

   銀賞 ： ７０点以上８５点未満 



   銅賞 ： ７０点未満 

＊支部大会での得点配分は上位大会推薦団体を金賞とすることを検討中である。 

②各団体の得点を席次に換算し、人数編成別（小編成・中編成・大編成）に席次の一番上位 

団体を人数編成別最優秀賞と判定する。 

＊支部大会では人数編成別ではなく全ての団体の得点を席次に換算し支部枠数に応じた団体数を上位大会への推薦団体とすることを検討中

である。 

 

 高等学校の部 大学の部 

① 各団体の得点に従い金賞・銀賞・銅賞と判定する。 

   金賞 ： ９０点以上 

   銀賞 ： ７５点以上９０点未満 

   銅賞 ： ７５点未満 

＊支部大会での得点配分は上位大会推薦団体を金賞とすることを検討中である。 

②各団体の得点を席次に換算し、人数編成別（小編成・中編成・大編成）に席次の一番上位 

団体を人数編成別優秀賞と判定する。 

 ＊支部大会では人数編成別ではなく全ての団体の得点を席次に換算し支部枠数に応じた団体数を上位大会への推薦団体とすることを検討

中である。 

 

 

（３） 表 彰 

☆ノードロップ賞☆ 

バトン編成の出場団体に対してバトンが一度も落下しなかった団体にノードロップ賞を授与する。 

 

小学校の部 中学校の部 大学の部 

① 全出場団体に、金賞・銀賞・銅賞のいずれかを授与する。 

② 人数編成別（小編成・中編成・大編成）に人数編成別最優秀賞を授与する。 

③ 手具編成別（バトン編成・ポンポン編成）の最上位団体に、手具編成別最優秀賞を授与する。 

 

  高等学校の部  

① 全出場団体に、金賞・銀賞・銅賞のいずれかを授与する。 

② 人数編成別（小編成・中編成・大編成）に、人数編成別優秀賞を授与する。 

③ 手具編成別（バトン編成・ポンポン編成）の最上位団体に、手具編成別最優秀賞を授与する。 

④ 構成 Aの最上位団体に、特別賞を授与する。 

 

 

 



一般部門       審査要領  審査規定 
 

１． 審査委員長・審査員・審判員 

（１）審査委員長   

① 審査委員長は１名とし、審査全般の最終確認を行うとともに審査審判を円滑に遂行する。 

② 下記の規定を審査する。 

ア．実施規定 １．参加資格  ２．構成と編成 

イ．ノードロップ 

③ 審判員より報告を受けた違反について最終判定を行う。 

 

（２）審査員 

  未就学 幼保 

＜バトン編成＞＜ペップアーツ編成＞ 

① 講評者は 3名とし、下記の内容を総合的に評価する。 

ア．全体的効果 

イ． 作品完成度 

      ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション 

ｂ，手具技術／ボディーワーク 

 

  Ｕ－１２ Ｕ－１８ ＯＰＥＮ 

＜バトン編成＞ 

① 審査員は６名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査する。 

ア．全体的効果・・・・・・・２名 

イ． 作品完成度・・・・・・・２名 

      ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，バトントワーリング／ボディーワーク・・・1 名 

＊支部大会では、審査員は４名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査することを検討中である。 

ア．全体的効果・・・・・・・１名 

イ．作品完成度・・・・・・・１名 

ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，バトントワーリング／ボディーワーク・・・1 名 



＜ペップアーツ編成＞ 

① 審査員は６名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査する。 

ア. 全体的効果・・・・・・・・２名 

イ. 作品完成度・・・・・・・・２名 

ウ. パフォーマンス     

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・１名 

ｂ，手具技術／ボディーワーク・・・・・・・・１名 

＊支部大会では、審査員は４名とし、下記の内容を審査基準に基づき項目ごとに審査することを検討中である。 

ア．全体的効果・・・・・・・１名 

イ．作品完成度・・・・・・・１名 

ウ．パフォーマンス 

ａ，ステージング／コンビネーション・・・・・1 名 

ｂ，手具技術／ボディーワーク・・・・・・・・１名 

       

    

（３）審判員  

審判員は罰則を判断した場合に赤旗を揚げ審査委員長に報告する。 

① 審判員は２名とする。 

② 審判員は下記の規定を審判する。 

ア．２．構成と編成 ３．演技 ４．器物 

イ．ノードロップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 成績・成績判定・表彰 

（１）成 績 

   Ｕ－１２ 

① 審査規定１．（２）の項目ごとに審査基準に基づき１００点法で採点する。 

② 項目ごとに平均点を算出する。 

③ 全体的効果２０％、作品完成度６０％、パフォーマンス２０％として各項目点を算出し合計したものを

各団体の得点とする。 

＊支部大会では、全体的効果３０％、作品完成度３０％、パフォーマンス４０％として各項目点を算出し合計したものを各団体の得点とすることを

検討中である。 

 

 Ｕ－１８ 

① 審査規定１．（２）の項目ごとに審査基準に基づき１００点法（小数点第１位）で採点する。 

② 項目ごとに平均点を算出する。 

③ 全体的効果２５％、作品完成度５０％、パフォーマンス２５％として各項目点を算出し合計したものを

各団体の得点とする。    

＊支部大会では、全体的効果３０％、作品完成度３０％、パフォーマンス４０％として各項目点を算出し合計したものを各団体の得点とすることを

検討中である。  

 

   ＯＰＥＮ 

① 審査規定１．（２）の項目ごとに審査基準に基づき１００点法（小数点第１位）で採点する。 

② 項目ごとに平均点を算出する。 

③  全体的効果３０％、作品完成度４０％、パフォーマンス３０％として各項目点を算出し合計したもの

を各団体の得点とする。 

＊支部大会では、全体的効果３０％、作品完成度３０％、パフォーマンス４０％として各項目点を算出し合計したものを各団体の得点とすることを

検討中である。 

 

 

（２） 成績判定 

Ｕ－１２  Ｕ－１８ ＯＰＥＮ 

 

① 各団体の得点を席次に換算し順位とする。 

 

 

 



（３） 表 彰 

☆ノードロップ賞☆ 

バトン編成の出場団体に対してバトンが一度も落下しなかった団体に、ノードロップ賞を授与する。 

 

Ｕ－１２  Ｕ－１８ 

① 上位８団体に順位に従い賞状を授与し、他の団体に優秀賞を授与する。 

② 手具編成別（バトン編成・ペップアーツ編成）の最上位団体に、手具編成別最優秀賞を授与す

る。 

 

 ＯＰＥＮ 

① 上位８団体に順位に従い賞状を授与し、他の団体に優秀賞を授与する。 

② 手具編成別（バトン編成・ペップアーツ編成）の最上位団体に、手具編成別最優秀賞を授与す

る。 

③ 部の最上位団体に、特別賞を授与する。 

※ 一般の部に関しての 42 回県大会、支部大会の表彰方法については検討中である。 


